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経
営
者
保
証
に
依
存
し
な
い

融
資
を
促
進
す
る
た
め
に

日
本
で
は
金
融
機
関
が
中
小
企
業
に
融
資

を
行
う
際
、
経
営
者
の
個
人
保
証
（
以
下
、

経
営
者
保
証
）
を
求
め
る
こ
と
が
こ
れ
ま
で

多
く
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
経
営
者
保
証
は
経

営
へ
の
規
律
づ
け
に
よ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強

化
や
企
業
の
信
用
力
補
完
、
債
権
保
全
と
い

っ
た
機
能
を
持
ち
、
資
金
調
達
の
円
滑
化
に

寄
与
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
方
で
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
も
生
じ
て
い
ま
す
。
経
営
者
に
し

て
み
れ
ば
個
人
保
証
を
背
負
う
こ
と
に
よ
る

精
神
的
負
担
は
大
き
く
、
こ
の
負
担
感
が
円

滑
な
事
業
承
継
の
阻
害
要
因
と
な
っ
た
り
、

経
営
者
の
開
業
意
欲
や
投
資
意
欲
を
低
減
さ

せ
た
り
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
可

能
性
が
あ
る
の
で
す
。
ま
た
、
個
人
保
証
に

依
存
す
る
こ
と
で
、
借
り
手
が
情
報
開
示
を

怠
っ
た
り
、
貸
し
手
が
企
業
の
事
業
性
評
価

を
し
っ
か
り
と
行
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と

の
指
摘
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
中
小
企
業
庁
と
金
融
庁
の
関
与
の

下
、
日
本
商
工
会
議
所
と
全
国
銀
行
協
会
が

有
識
者
を
交
え
た
意
見
交
換
の
場
と
し
て

「
経
営
者
保
証
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
研

究
会
」
を
設
置
し
、
経
営
者
保
証
に
お
け
る

合
理
的
な
保
証
契
約
の
在
り
方
等
を
示
す
も

の
と
し
て
、2
0
1
3
年
12
月
に
「
経
営
者

保
証
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し

ま
し
た
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
、
債
務
者
が

経
営
者
保
証
を
提
供
せ
ず
資
金
調
達
を
希
望

す
る
た
め
に
求
め
ら
れ
る
経
営
状
況
と
し
て
、

次
の
3
つ
の
要
件
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
法
人
と
経
営
者
と
の
関
係
の
明
確
な
区
分
・

分
離

②
財
務
基
盤
の
強
化

③
財
務
状
況
の
適
時
適
切
な
情
報
開
示
等
に

よ
る
経
営
の
透
明
性
確
保

こ
れ
ら
が
あ
る
程
度
満
た
さ
れ
て
い
る
場

合
、
債
権
者
は
経
営
者
保
証
を
求
め
な
い
可

能
性
や
代
替
的
な
融
資
手
法
を
活
用
す
る
可

能
性
を
検
討
す
る
こ
と
、
や
む
を
得
ず
保
証

契
約
を
締
結
す
る
場
合
も
、
そ
の
必
要
性
な

ど
を
丁
寧
か
つ
具
体
的
に
説
明
す
る
と
と
も

に
、
適
切
な
保
証
金
額
の
設
定
に
努
め
る
こ

と
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
資
金
調
達
の
際
だ
け
で
な
く
保
証

債
務
の
整
理
手
続
き
時
に
つ
い
て
も
、
総
合

的
に
み
て
経
済
合
理
性
が
認
め
ら
れ
る
場
合

に
は
、
一
律
か
つ
形
式
的
に
経
営
者
の
交
代

は
求
め
ず
、
経
営
者
が
引
き
続
き
経
営
に
携

わ
る
こ
と
を
許
容
す
る
、
一
定
期
間
の
生
活

費
に
相
当
す
る
額
や
華
美
で
な
い
自
宅
な
ど

を
残
存
資
産
に
含
め
る
こ
と
を
真
摯
か
つ
柔

軟
に
検
討
す
る
、
な
ど
と
し
て
い
ま
す
。

経
営
者
保
証
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
活
用
状
況

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
あ
く
ま
で
民
間
で

策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
法
的
拘
束
力
は

持
ち
ま
せ
ん
が
、
金
融
庁
で
は
こ
れ
が
融
資

慣
行
と
し
て
浸
透
し
て
い
く
よ
う
、
全
国
の

金
融
機
関
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
活
用
に
つ
い
て

の
要
請
を
複
数
回
に
わ
た
っ
て
出
し
て
い
る

他
、
金
融
機
関
と
の
対
話
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
す
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

経営者保証の現状を考える
「経営者保証に関するガイドライン研究会」（日本商工会議所や全国銀行協会が事務局）が

経営者保証における合理的な保証契約の在り方等を示すものとして策定した「経営者保証に関するガイドライン」。
金融庁ではこのガイドラインを融資慣行として浸透・定着させていくことが重要であると考え、金融機関などによる

ガイドラインの積極的な活用に向けた取組みを促しています。では、このガイドラインはどのような背景のもと策定され、
現在、どのように活用されているのでしょうか。金融庁監督局総務課 監督調査室長の田辺 有紀氏に伺いました。

シリーズ企画 Special issue

田
た な べ

辺 有
ゆ う き

紀 氏

2002年、経済産業省入省。通商
機構部、貿易振興課、米国留学、
公正取引委員会国際課、経済産業
省国際経済紛争対策室、広報室を
経て、19年7月から金融庁監督調
査室長。筑波大学非常勤講師。

金融庁監督局総務課
監督調査室長
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そ
の
結
果
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
か
ら
約

5
年
で
活
用
実
績
は
着
実
に
上
が
っ
て
い
ま

す
。
図
1
は
、
新
規
融
資
に
占
め
る
経
営
者

保
証
に
依
存
し
な
い
融
資
の
割
合
の
推
移

（
全
体
平
均
）
で
あ
り
、
15
年
度
の
12
・
2

％
か
ら
19
年
度
上
期
の
21
・
4
％
へ
と
高
ま

っ
て
い
ま
す
。
中
に
は
同
割
合
が
50
％
以
上

と
な
っ
て
い
る
地
域
金
融
機
関
も
あ
り
、
そ

の
数
は
順
調
に
増
え
て
い
ま
す
。

続
い
て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
有
効
活
用
し
、

無
保
証
融
資
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
金
融

機
関
で
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
取
り
組
ん

で
い
る
の
か
に
つ
い
て
も
、
金
融
庁
の
調
査

結
果
か
ら
み
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
図

2
は
、
無
保
証
融
資
の
割
合
が
高
い
金
融
機

関
と
低
い
金
融
機
関
そ
れ
ぞ
れ
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
活
用
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
の
違
い
を
可

視
化
し
た
も
の
で
す
。
無
保
証
融
資
割
合
が

5
％
未
満
と
低
い
A
銀
行
で
は
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
3
要
件
を
形
式
的
・
厳
格
に
判
断
し

て
運
用
し
て
い
る
た
め
、「
要
件
を
満
た
し

て
い
な
い
」
と
判
断
す
る
割
合
が
非
常
に
高

く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
一
方
、
無
保
証
融
資

の
割
合
が
50
％
以
上
の
B
銀
行
で
は
、
経
営

ト
ッ
プ
が
む
や
み
に
保
証
を
徴
求
し
な
い
よ

う
分
か
り
や
す
く
指
導
を
徹
底
し
て
い
る
他
、

本
部
で
具
体
的
か
つ
簡
素
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

運
用
基
準
を
設
定
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た

め
現
場
の
融
資
担
当
者
は
3
要
件
を
形
式
的
・

厳
格
に
判
断
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
保

図1　新規融資に占める経営者保証に依存しない融資の割合の推移

図2　金融機関によって異なるガイドラインの活用状況

【A銀行の状況】
チェックシートがガイドライン本文をそのまま
落とし込んだ抽象的な判断基準となっている。
→調査を踏まえて、チェックシートの改訂を行
い、抽象的であった各要件の判断基準を明確化す
るため、要件ごとに複数の具体的条件に細分化
し、これらの条件をひとつでも充足すれば各要件
を満たすことができるよう緩和（無保証融資割合
が足元で上昇）。

無保証
融資割合

金融機関の判断基準に基づき、
ガイドラインに関する要件を

満たしていないと判断している先の割合（注）

①法人と経営者と
の関係の明確な区
分・分離

②財務基盤の強化
③財務状況の正確
な把握、適時適切
な情報開示など

A銀行 5％未満 56% 99% 9%

B銀行 50％以上 6% 44% 0%

調査対象行合計
 （6行） 52% 61% 15%

【B銀行の状況】
チェックシートでは、債務超過や赤字体質で
はないなどの分かりやすい判断項目となって
いる。さらに、経営者とのリレーションによる
情報や事業性評価の内容を取り入れ、要件が
未充足でも、これらの内容を勘案し、総合的な
保証徴求の判断を行っている。

資料：金融庁

資料：「経営者保証に関するガイドライン」等の実態調査結果（2018年6月公表）より抜粋表記

（注）割合とは、受領データの全先数のうち、要件を満たしていないと判断している先の割合
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QRコードからアクセスし、
ぜひお答えください!

本誌アンケートに答えた方に毎月抽選で

2,0002,000円分を円分を
プレゼント!プレゼント!QUOQUO

カードカード

現
在
の
課
題
、
新
た
な
動
き
に
つ
い
て
説
明

し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
全
国
の
金
融
機
関

に
過
度
に
経
営
者
保
証
に
依
存
し
な
い
取
組

み
を
促
す
と
と
も
に
、
特
に
昨
今
で
は
中
小

企
業
の
事
業
承
継
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
の
で
、
特
則
の
周
知
や
活
用
促
進
に
も

注
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
円
滑
な
事
業
承
継
の
た
め
に

は
金
融
機
関
の
支
援
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ

り
、「
法
人
と
経
営
者
と
の
関
係
の
明
確
な
区

分
・
分
離
」
な
ど
を
進
め
る
に
し
て
も
、
企

業
内
部
の
実
情
に
最
も
近
い
と
こ
ろ
に
い
る

顧
問
税
理
士
の
方
々
の
支
援
が
必
要
不
可
欠

で
す
。
ぜ
ひ
先
生
方
に
は
、
金
融
機
関
や
他

の
士
業
の
方
々
と
密
に
連
携
し
、
特
則
を
含

め
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
積
極
的
な
活
用
に
向

け
た
支
援
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

点
を
当
て
た
『
経
営
者
保
証
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
』
の
特
則
」
を
策
定
・
公
表
し
ま

し
た
。
こ
の
特
則
は
、
前
経
営
者
と
後
継
者

双
方
か
ら
の
保
証
の
二
重
徴
求
を
原
則
禁
止

す
る
と
明
確
に
打
ち
出
し
た
も
の
で
す
。
ま

た
、
後
継
者
に
対
し
て
保
証
を
求
め
る
こ
と

で
事
業
承
継
が
と
ん
挫
し
て
し
ま
う
可
能
性

も
考
慮
し
て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
3
要
件
を

満
た
し
て
い
な
く
て
も
、
事
業
性
評
価
で
把

握
し
た
内
容
を
考
慮
す
る
な
ど
に
よ
り
、
後

継
者
か
ら
保
証
を
求
め
な
い
よ
う
柔
軟
に
検

討
す
る
こ
と
、
と
し
て
い
ま
す
。

図
3
は
事
業
承
継
時
の
保
証
徴
求
割
合
の

推
移
で
あ
り
、
16
年
度
下
期
の
二
重
徴
求
割

合
45
・
3
％
か
ら
す
る
と
19
年
度
上
期
で
は

14
・
6
％
と
大
幅
に
低
下
し
て
い
ま
す
。
一

部
の
金
融
機
関
で
は
す
で
に
経
営
ト
ッ
プ
主

導
で
、
二
重
徴
求
の
原
則
禁
止
や
事
業
承
継

時
の
具
体
的
な
徴
求
基
準
の
明
確
化
、
新
旧

経
営
者
双
方
に
対
す
る
説
明
や
保
証
解
除
に

向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
っ
か
り
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
特
則
が
本
年
4
月
1
日
か

ら
適
用
開
始
に
な
る
こ
と
で
二
重
徴
求
割
合

が
さ
ら
に
低
下
し
、
円
滑
な
事
業
承
継
の
推

進
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

関
係
機
関
や
士
業
の

連
携
が
重
要

以
上
、
経
営
者
保
証
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
策
定
経
緯
と
そ
の
後
の
活
用
実
績
、

証
徴
求
の
要
否
を
よ
り
柔
軟
に
判
断
で
き
る

た
め
、
無
保
証
融
資
に
結
び
付
き
や
す
く
な

っ
て
い
た
の
で
す
（
A
銀
行
も
そ
の
後
チ
ェ

ッ
ク
シ
ー
ト
の
改
訂
に
よ
り
、
無
保
証
融
資

割
合
が
上
昇
）。
同
じ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
下
で

も
、
金
融
機
関
の
取
組
み
一
つ
で
こ
れ
ほ
ど

大
き
な
差
が
出
て
し
ま
う
の
で
、
金
融
庁
と

し
て
は
今
後
も
優
良
事
例
の
発
信
に
努
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

円
滑
な
事
業
承
継
の
た
め
に

設
け
ら
れ
た
新
た
な
特
則

こ
こ
数
年
、
無
保
証
融
資
の
割
合
が
右
肩

上
が
り
で
推
移
し
て
は
い
ま
す
が
、
新
た

な
課
題
も
持
ち
上
が
っ
て
い

ま
す
。
事
業
承
継
時
に
お
け

る
保
証
の
「
二
重
徴
求
」
問

題
で
す
。
経
営
者
保
証
の
負

担
感
に
つ
い
て
は
先
に
言
及

し
た
通
り
で
す
が
、
こ
の
負

担
が
前
経
営
者
と
後
継
者
双

方
に
の
し
か
か
る
と
な
れ
ば
、

円
滑
な
事
業
承
継
は
ま
す
ま

す
望
め
ま
せ
ん
。
ま
た
、
例

え
ば
代
表
権
が
な
く
株
式
保

有
の
割
合
も
低
い
前
経
営
者

か
ら
保
証
を
と
っ
て
い
る
場

合
な
ど
、
そ
の
保
証
が
規
律

づ
け
や
債
権
保
全
に
は
つ
な

が
ら
ず
、
た
だ
慣
例
的
に
保

証
を
徴
求
し
て
い
る
と
い
っ

た
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
が
現
状

で
す
。

こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
経

営
者
保
証
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
研
究
会
で
は
19
年
12

月
24
日
、「
事
業
承
継
時
に
焦

図3　事業承継時の保証徴求割合の推移

資料：金融庁

（注）上記は前経営者が保証を提供している先における代表者交代手続きが行われた場合の件数割合を記載。

0 20 40 60 80 100

■二重徴求 ■保証なし■前経営者保証なし
後継者保証あり

2016年度
下期

2019年度
上期

2017年度

2018年度

■前経営者保証あり
後継者保証なし

（%）

45.3 28.4

34.5

41.8

38.5 36.9

29.3

18.3
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9.9
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経営者保証に関するガイドライン
有効活用事例

保証の意味の検討や事業性評価の内容の活用など、必要な体制を整備して経営者保証を求めな
い対応

ガイドラインの要件を一部満たしていないが、事業承継に際して新・旧経営者から
経営者保証を求めなかった事例

事業承継時に二重に保証を求めない対応

●取引先の多くが中小・零細企業であるため、ガイドラインの要件を満たさない場合が多く、そのまま適用する
とほとんどの取引先に経営者保証を求めることになる。また、経営者保証を求めても、ほとんどの場合で保証
人からの回収を行うことができないため、債権保全としての保証の機能はあまり果たされていない。このこと
から、できるかぎり経営者保証を求めない方針で取り組んでいる。

●具体的には、取引先とのコミュニケーションを通じて実態把握が十分に行われている場合であれば、信用格付
の低い先であっても経営者保証を求めないこととしている。さらに、現場の営業担当者が分かりやすく判断で
きるようなチェックシート（債務超過や赤字体質ではないか、などを確認）を作成するとともに、事業性評価の
内容を取り入れて総合的な判断が行えるような運用を行っている。

▼相談内容
代表取締役（旧経営者）が高齢であり、子息（新経営
者）への事業承継の準備を進めるにあたり、旧経営
者1名の個人保証を提供しているところ、個人保証
を解除してもらいたい旨の申し出があった。ただ
し、法人と個人の資産の分離が明確に行われてい
ないなど、一部ガイドラインの適用要件を満たし
ていない状況だった。

▼金融機関の対応
E銀行と顧問税理士の指導の下、法人と個人の一
体性の解消に向けて取り組んでいること、事業承
継を検討していた早期から同社と今後の事業計
画の共有等の連携を図ってきたことで、事業承継
後に旧経営者が経営から離れても、新経営者の下
で事業の継続性に問題がないこと等を踏まえ、旧
経営者からの個人保証を解除するとともに、新経
営者に対して個人保証を徴求しないこととした。

●事業承継時の対応として次の通り取り扱いを定めた。
①代表者交代時など、事業承継に際しては前経営者が負担する保証債務を当然に後継者に引き継がせるので
はなく、必要な情報開示を得た上であらためて経営者保証徴求の要否を判断する。
②保証要否の判断は「経営者保証の徴求要否判定シート」を活用し、総合的な見地で行う。
③保証が必要と判断される場合であっても、連帯保証人は原則1名とする。
④前経営者の保証は、引き続き実質的な経営権・支配権を有しているかを勘案し解除を検討する。
※ 前経営者の保証を継続する場合は、取引方針協議時の他、新規融資時や根保証の更新のタイミングで経営関与の度合いをつど確認し、
保証の交代または免除を検討すること。

●事業承継は前経営者が引き続き代表権または株式所有を維持するケースも多いことが、二重保証の要因と
なっているものと考え、端的に「連帯保証人は原則1名」とする旨を明示したところ、二重保証の解消に大きく
寄与した。

C銀行

E銀行

D銀行

金融庁では、経営者保証に関するガイドラインの活用について全国の金融機関に実態調査を行い、
優良な組織的取組みを事例集にまとめています。その中からいくつかの事例を紹介したいと思います。

ガイドライン活用体制

ガイドラインに基づいた柔軟な対応事例
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税
務
署
職
員
と
し
て
の
学
び
を
経
て

独
立
開
業
を
果
た
す

―
ま
ず
開
業
に
至
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い

て
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
以
前
は
税
務
署

に
勤
め
て
い
た
そ
う
で
す
ね
。

下
地 

寛
一
所
長
（
以
下
、
敬
称
略
）　

23
年

間
、
税
務
署
に
勤
め
た
上
で
独
立
開
業
し
ま

し
た
。
早
い
段
階
か
ら
独
立
を
見
据
え
て
い

た
の
で
、
税
務
署
職
員
時
代
は
自
ら
希
望
を

出
し
て
徴
収
、
所
得
税
、
法
人
税
、
資
産
税

な
ど
全
て
の
セ
ク
シ
ョ
ン
を
経
験
、
ひ
た
す

ら
勉
強
に
励
み
、
税
務
の
知
見
と
経
験
の
幅

を
広
げ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
時
期
に
学
ん

だ
こ
と
は
、
現
在
の
税
理
士
と
し
て
の
私
の

基
盤
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
若
い
と
き
か
ら
何
ら
か
の
形
で
社

会
貢
献
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
税
理

士
の
仕
事
が
地
域
や
社
会
と
深
く
関
わ
る
も

の
だ
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
自
治
会
や
子

ど
も
の
学
校
の
行
事
な
ど
に
積
極
的
に
参
加

し
た
り
、
地
元
の
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の
立
ち

上
げ
に
携
わ
っ
た
り
と
、
地
域
の
友
人
・
知

人
を
た
く
さ
ん
つ
く
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、

税
理
士
に
な
っ
て
か
ら
も
税
理
士
会
や
ミ
ロ

ク
会
計
人
会
な
ど
で
で
き
る
だ
け
役
に
就
く

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

―
前
職
時
代
か
ら
目
的
意
識
を
持
っ
て
税

務
に
つ
い
て
学
び
、
地
元
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
広
げ
た
上
で
独
立
さ
れ
た
の
で
す
ね
。

開
業
後
の
滑
り
出
し
は
い
か
が
で
し
た
か
。

下
地　

友
人
・
知
人
か
ら
の
紹
介
や
口
コ
ミ

で
、
多
く
の
顧
問
先
が
集
ま
り
、
独
立
1
年

目
か
ら
黒
字
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

資産税にまつわる案件を得意分野として、これまで紹介と口コミで数多くの顧問先の経営サポートをしてきた
下地寛一税理士事務所。「丁寧にじっくり」を常に心掛けている所長の下地 寛一先生に、
事務所のこれまでの歩みや展望を伺いました。

「丁寧にじっくり」をモットーに
地道に顧問先との信頼関係を構築する

事 務 所事 務 所 訪 問

那覇市

所在地 沖縄県那覇市曙3-6-1-2F
TEL 098-860-7811
設立 1995年
職員数 7名

下地寛一税理士事務所
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て
仕
事
を
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
し
、
そ
れ

を
税
理
士
の
使
命
と
し
て
常
に
心
に
留
め
続

け
て
い
ま
す
。

　

開
業
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
あ
る
程
度
顧
問

先
が
増
え
て
き
た
と
き
に
、
こ
の
ま
ま
町
の

小
さ
な
診
療
所
の
よ
う
な
事
務
所
で
い
る
か
、

総
合
病
院
へ
の
発
展
を
目
指
す
か
で
迷
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
が
、
後
者
を
目
指
す
の

で
あ
れ
ば
必
然
的
に
人
員
は
増
え
、
自
分
の

目
が
届
か
な
い
部
分
も
生
じ
て
き
ま
す
。
そ

こ
で
、
私
は
自
分
の
手
の
届
く
範
囲
で
丁
寧

に
顧
問
先
に
接
し
て
い
こ
う
と
決
め
ま
し
た
。

以
後
、
特
に
こ
こ
10
年
ほ
ど
は
職
員
数
も
安

定
し
、
長
く
勤
め
て
く
れ
て
い
る
人
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

﹁
丁
寧
に
じ
っ
く
り
﹂

顧
問
先
に
接
す
る

―
事
務
所
の
強
み
や
特
長
を
教
え
て
い
た

だ
け
ま
す
か
。

下
地　

や
は
り
、
私
が
前
職
時
代
に
培
っ
た

知
識
、
中
で
も
資
産
税
関
係
に
強
い
と
こ
ろ

は
当
事
務
所
の
一
つ
の
特
長
で
す
。
ま
た
、

7
年
前
に
は
前
職
時
代
の
後
輩
が
定
年
退
職

し
て
か
ら
当
事
務
所
に
加
わ
り
、
彼
も
資
産

税
関
係
を
得
意
と
し
て
い
ま
す
。
相
続
や
譲

渡
は
慎
重
に
事
を
運
ば
な
い
と
顧
問
先
に
重

い
税
負
担
が
の
し
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

そ
う
し
た
案
件
も
安
心
し
て
任
せ
ら
れ
る
頼

も
し
い
人
材
で
す
。

た
。
ま
さ
に
周
囲
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
な
の

で
、
本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

―
事
務
所
経
営
に
あ
た
っ
て
は
、
ど
の
よ

う
な
コ
ン
セ
プ
ト
を
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
か
。

下
地　

税
理
士
の
姿
勢
に
つ
い
て
、
税
理
士

法
で
は
「
中
立
・
公
正
で
あ
れ
」
と
い
う
こ

と
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ

は
当
然
の
前
提
で
す
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て

こ
の
「
中
立
・
公
正
」
ば
か
り
を
意
識
し
て

は
い
け
な
い
と
、
当
初
か
ら
考
え
て
い
ま
し

た
。
企
業
や
個
人
の
「
顧
問
」
と
な
る
か
ら

に
は
、
顧
問
先
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
第
一

と
し
、
あ
く
ま
で
も
顧
問
先
の
立
場
に
立
っ

　

あ
と
は
、
開
業
当
初
か
ら
と
に
か
く
丁
寧

に
じ
っ
く
り
顧
問
先
に
接
し
て
き
た
こ
と
も

強
み
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
開
業
し

た
て
の
と
き
、
困
難
な
相
続
案
件
が
巡
り
巡

っ
て
私
の
と
こ
ろ
に
来
た
こ
と
が
あ
っ
た
の

で
す
が
、
そ
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
は
「
以
前
お

世
話
に
な
っ
て
い
た
会
計
事
務
所
は
規
模
が

大
き
く
、
相
談
の
時
間
を
と
っ
て
も
ら
え
な

か
っ
た
り
、
気
を
遣
っ
て
聞
き
た
い
こ
と
も

聞
け
な
か
っ
た
が
、
下
地
さ
ん
は
何
で
も
親

身
に
聞
い
て
く
れ
る
の
で
安
心
し
た
」
と
言

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
相
続
案
件
が
終

わ
っ
た
後
も
顧
問
と
し
て
引
き
続
き
経
営
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

会
社
は
先
代
の
時
代
に
倒
産
し
、
2
代
目
が

立
て
直
し
に
奮
闘
し
て
い
る
真
っ
最
中
だ
っ

た
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
相
談
を
持
ち
か
け
ら

れ
ま
し
た
。
新
規
事
業
と
し
て
ホ
テ
ル
を
購

入
す
る
と
い
う
こ
と
で
競
売
に
同
行
し
た
り
、

そ
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
行
政
と
の
折
衝

を
担
当
し
た
り
も
し
ま
し
た
し
、
長
い
付
き

合
い
で
す
。
今
で
も
確
定
申
告
の
時
期
に
は

毎
年
、
お
土
産
を
持
っ
て
事
務
所
に
挨
拶
を

し
に
来
て
く
だ
さ
る
の
で
、
丁
寧
な
サ
ポ
ー

ト
で
信
頼
関
係
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
一

例
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

―
顧
問
先
と
の
信
頼
関
係
が
し
っ
か
り
し

て
い
る
こ
と
は
、
紹
介
や
口
コ
ミ
で
問
い
合

わ
せ
が
く
る
機
会
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
あ
た
り
は
い
か
が
で
す
か
。

下
地　

お
っ
し
ゃ
る
通
り
、
当
事
務
所
の
顧

問
先
開
拓
は
現
在
も
人
づ
て
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。
つ
い
最
近
も
知
人
の
紹
介
で
来
て
く
れ

た
方
が
い
た
の
で
す
が
、
私
が
こ
れ
ま
で
通

り
「
丁
寧
に
じ
っ
く
り
」
を
心
掛
け
た
と
こ

ろ
、
そ
の
方
が
安
心
し
て
く
れ
た
だ
け
で
な

く
、
紹
介
者
か
ら
も
「
あ
り
が
と
う
。
あ
の

人
を
君
に
つ
な
い
で
よ
か
っ
た
」
と
言
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
税
理

士
と
し
て
の
私
の
一
番
の
喜
び
で
あ
り
、
大

き
な
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
ね
。

―
こ
れ
ま
で
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生

か
し
た
外
部
機
関
と
の
連
携
や
交
流
の
機
会

も
多
い
そ
う
で
す
ね
。

下
地　

税
務
署
O
B
、
公
認
会
計
士
や
弁
護

士
、
金
融
機
関
の
方
な
ど
と
一
緒
に
、
相
続

や
事
業
承
継
、
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
税
務
処

理
に
関
す
る
事
例
研
究
会
を
定
期
的
に
開
催

し
て
い
ま
す
。
毎
回
13
名
ほ
ど
集
ま
り
、
最

新
の
状
況
や
注
意
点
な
ど
を
共
有
し
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
会
を
重
ね
て
い
る
お
か
げ
も
あ

っ
て
、
日
頃
の
お
互
い
の
連
携
も
密
な
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
事
業
承
継
案
件

に
つ
い
て
は
、
し
っ
か
り
と
事
業
性
評
価
な

ど
を
行
え
る
地
域
金
融
機
関
に
顧
問
先
を
紹

介
し
、
私
ど
も
は
あ
く
ま
で
も
側
面
支
援
に

ま
わ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
こ

れ
ま
で
あ
ま
り
取
り
扱
っ
た
こ
と
の
な
い
事

案
が
持
ち
上
が
っ
た
と
き
な
ど
も
、
連
携
関

職員一人ひとりが広めにデスクを使用することができるつくりのオフィス
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下
地　

旅
行
は
私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
言
っ

て
も
よ
い
く
ら
い
で
す
。
い
き
い
き
と
働
く

た
め
に
も
、
年
2
回
は
海
外
へ
出
か
け
て
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
ア
ジ

ア
各
国
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
国
を
見
て
き
ま
し
た
。
還
暦
祝
い

で
息
子
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
2
人
旅
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
た
こ
と
、
妻
と
2
人

で
ス
イ
ス
の
山
登
り
を
し
た
こ
と
な
ど
、
た

く
さ
ん
の
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

国
内
も
北
海
道
か
ら
沖
縄
の
離
島
ま
で
全
国

各
地
に
出
掛
け
て
き
ま
し
た
。
会
議
な
ど
で

係
に
あ
る
士
業
の
方
々
や
税
理
士
会
に
ス
ピ

ー
デ
ィ
に
連
絡
す
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
逆
に
他
の
先
生
か
ら
資
産
税
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
な
ど
が
入
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
各
々
が
協
力
し
合
い
な
が
ら
、
数

多
く
の
顧
問
先
を
支
え
て
い
る
の
で
す
。

国
内
外
さ
ま
ざ
ま
な
土
地
で
学
び
と

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
時
間
を
過
ご
す

―
と
こ
ろ
で
、
ご
趣
味
の
旅
行
で
国
内
外

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
に
出
掛
け
て
い
る
そ
う
で

す
ね
。

出
張
す
る
と
き
に
は
、
な
る
べ
く
延
泊
し
て

そ
の
地
域
を
自
分
の
目
で
見
て
回
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
地
域
ご
と
に
文
化
も
産
業
も

土
地
柄
も
異
な
る
の
で
、
実
際
に
い
ろ
い
ろ

な
と
こ
ろ
に
足
を
運
ぶ
と
大
い
に
勉
強
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
囲
碁
も
昔
か
ら
趣
味
と
し

て
お
り
、
東
京
に
行
っ
た
際
に
は
必
ず
囲
碁

会
場
に
顔
を
出
し
て
い
ま
す
。

―
そ
う
し
た
趣
味
や
活
動
に
お
け
る
学
び

を
糧
に
、
日
々
数
多
く
の
顧
問
先
を
支
え
て

い
る
の
で
す
ね
。
最
後
に
今
後
の
展
望
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

下
地　

こ
れ
か
ら
も
実
直
に
顧
問
先
一
社
一

社
と
向
き
合
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
長
時
間
労
働
の
削
減
な
ど
労
働
環
境

の
整
備
に
も
さ
ら
に
注
力
し
て
い
き
た
い
で

す
。
他
方
、
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
の
活
動
と
し

て
は
、
連
合
会
の
広
報
委
員
長
と
し
て
、
会

員
を
い
か
に
増
強
し
会
を
活
性
化
さ
せ
て
い

け
る
か
、
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
り
、
そ
れ

を
集
約
し
て
具
体
的
な
施
策
を
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

下地先生は 1971 年、沖縄の本土復帰の直前

の年に当時の琉球政府の公務員になり、税務署

に配属されました。「いずれ独立して自分の事

務所を構えよう」と明確な目的意識を持って業

務にあたり、さまざまな分野を経験した他、相

続などの複雑な案件を率先して担当するよう心

掛けたり、税理士の方からの問い合わせに応え

るために根拠法令を詳しく調べたりと、日々努

力を重ねたおかげで、同期の誰にも負けないく

らい税務の知識を得ることができたといいます。

こうした学びを経て独立、開業したのは 1995

年、45 歳のときのこと。事務所は今年で25 周

年を迎えられました。

税 理 士 ま で の 歩 み

「丁寧にじっくり」顧問先と向き合う下地 寛一先生

8月刊税理士事務所CHANNEL



も
、
定
期
的
に
給
与
を
上
げ
て
い
か
な
け
れ

ば
、
せ
っ
か
く
採
用
し
た
人
材
も
数
年
で
辞

め
て
し
ま
い
ま
す
。
3
年
後
、
5
年
後
、
10

年
後
の
年
収
の
想
像
が
つ
か
な
け
れ
ば
、
良

い
人
材
も
定
着
は
し
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
戦
略
的
に
採
用
を
考
え
る
の

な
ら
ば
、
採
用
時
の
年
収
を
無
理
に
高
く
設

定
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
レ
ベ
ル
に
な
っ

た
ら
給
与
は
い
く
ら
に
な
る
と
い
う
、
事
務

所
内
の
給
与
制
度
や
人
材
制
度
を
し
っ
か
り

と
作
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
の
事
務
所
で
働
け
ば
、
ど
う
い
っ
た

専
門
家
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
に
な
る
の

か
、
キ
ャ
リ
ア
を
し
っ
か
り
と
イ
メ
ー
ジ
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

こ
う
し
た
準
備
を
経
て
、
紹
介
会
社
を
利

用
す
る
に
あ
た
っ
て
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
と
親
密
な
関
係
を
築
く
こ
と
で

す
の
で
す
が
、
こ
こ
で
求
職
者
に
「
こ
の
会

計
事
務
所
の
面
接
を
受
け
た
い
」
と
選
ん
で

も
ら
え
な
い
と
、
い
つ
に
な
っ
て
も
面
接
の

応
募
が
来
ま
せ
ん
。

求
職
者
が
応
募
で
重
視
す
る
の
は
、
若
手

で
あ
れ
ば
ど
う
い
っ
た
キ
ャ
リ
ア
を
積
ま
せ

て
く
れ
る
の
か
、
職
場
環
境
、
経
営
理
念
、

そ
し
て
年
収
で
す
。
当
然
の
こ
と
で
す
が
、

同
条
件
な
ら
年
収
の
高
い
会
計
事
務
所
が
有

利
で
す
。
そ
の
た
め
、
採
用
が
難
し
い
昨
今
、

年
収
を
高
め
に
設
定
す
る
よ
う
に
ア
ド
バ
イ

ス
す
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
多
く
い
ま
す
。

正
直
、
紹
介
会
社
が
教
え
て
く
れ
る
年

齢
・
キ
ャ
リ
ア
別
の
年
収
表
は
高
い
で
す
。

た
だ
、
紹
介
会
社
を
利
用
し
て
採
用
活
動
を

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
金
額
を
ベ
ー
ス
に

多
く
の
事
務
所
は
求
人
票
を
出
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
高
い
年
収
で
無
理
に
採
用
し
て

税
理
士
や
公
認
会
計
士
を
は
じ
め
、
実

務
経
験
者
を
紹
介
す
る
人
材
紹
介
会

社
が
増
え
ま
し
た
が
、
人
材
紹
介
会
社
に
求

人
依
頼
（
登
録
）
し
て
も
、
次
か
ら
次
へ
と

人
材
を
紹
介
し
て
も
ら
え
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

人
材
紹
介
会
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
、

登
録
し
て
い
る
転
職
希
望
者
（
求
職
者
）
と

会
計
事
務
所
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
、
就
職
が

決
ま
っ
た
ら
成
功
報
酬
と
し
て
会
計
事
務
所

か
ら
仲
介
料
を
い
た
だ
く
ス
タ
イ
ル
で
す
。

会
計
事
務
所
専
門
の
人
材
紹
介
会
社
の
場

合
、
転
職
を
希
望
す
る
登
録
者
を
集
い
、
個

別
で
キ
ャ
リ
ア
面
談
を
行
い
ま
す
。
ど
ん
な

キ
ャ
リ
ア
を
積
み
た
い
か
、
ど
ん
な
条
件
で

転
職
し
た
い
か
を
聞
い
て
、
希
望
に
沿
っ
た

会
計
事
務
所
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
段
階
で

依
頼
し
て
い
る
会
計
事
務
所
の
求
人
票
を
渡

す
。
面
接
の
応
募
を
取
っ
て
く
れ
る
の
は
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
だ
か
ら
で
す
。
自
分
の
事
務

所
に
来
て
く
れ
た
ら
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
キ

ャ
リ
ア
が
積
め
る
、
職
場
環
境
も
良
い
な
ど
、

定
期
的
に
情
報
を
提
供
し
て
お
け
ば
求
人
票

を
渡
す
段
階
で
詳
し
く
説
明
し
て
く
れ
ま
す
。

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
も
転
職
が
決
ま
れ
ば
成
績

が
上
が
る
の
で
、
基
本
的
に
は
決
ま
り
や
す

い
会
計
事
務
所
の
応
募
を
取
り
に
い
き
ま
す
。

現
在
、
人
材
紹
介
を
活
用
し
た
と
き
の
紹

介
料
の
相
場
は
年
収
の
35
％
。
公
認
会
計
士

や
税
理
士
資
格
者
な
ら
40
％
と
い
う
紹
介
会

社
も
あ
り
ま
す
。
大
手
会
計
事
務
所
の
中
に

は
、
一
定
以
上
の
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
だ
有
資

格
者
を
採
用
で
き
た
ら
年
収
の
50
％
、1
0
0

％
の
紹
介
料
を
払
う
、
35
％
の
紹
介
料
と
は

別
に
1
0
0
万
円
の
ボ
ー
ナ
ス
を
支
払
う
大

手
事
務
所
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
ク
ラ
ス
と
争
っ
て
は
、
採
用
活
動
で

か
か
る
お
金
は
い
く
ら
あ
っ
て
も
足
り
ま
せ

ん
。
で
あ
れ
ば
、
ど
う
し
た
ら
人
材
紹
介
会

社
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
自
事
務
所
の
た
め

に
動
き
や
す
い
か
（
案
件
を
決
め
や
す
い
か
）

を
考
え
る
こ
と
で
す
。
職
員
数
十
数
名
の
事

務
所
が
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
二
人
三
脚
で

仲
介
料
は
世
間
相
場
の
35
％
な
が
ら
、
優
秀

な
若
手
有
資
格
者
を
複
数
名
採
用
し
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
人
材
紹
介
会
社
を
活

用
す
る
場
合
は
、
肝
に
銘
じ
て
お
く
べ
き
ポ

イ
ン
ト
で
す
。

元税金専門紙・税理士業界紙の編集長
である業界ウオッチャーが伝える、会計事
務所業界関連の最新情報 ! 旬な話題を
読み、事務所経営や顧問先へのアドバイ
スにご活用ください。

税金・会計ニュースを他では読めない切り口で伝えるメ
ディア「KaikeiZine」の編集長。税金の専門紙「納税通信」、
税理士業界紙「税理士新聞」の元編集長で、現在は租税
調査研究会の事務局長の傍ら、会計事務所ウオッチャー
としても活動。

「KaikeiZine」ホームページ● https://kaikeizine.jp/

宮口 貴志 氏

業界ウオッチャーの
ト レ ン ド 情 報

N O W

　業界ウオッチャーのトレンド情報 NOW

人材採用で紹介会社を
活用するときの
注意点
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世
界
自
然
遺
産
の
候
補

自
然
豊
か
な
や
ん
ば
る
地
域

沖
縄
本
島
北
部
に
位
置
す
る
国く

に
が
み
そ
ん

頭
村
と

大お
お
ぎ
み
そ
ん

宜
味
村
、
そ
し
て
東ひ

が
し
そ
ん村
に
ま
た
が
る
地
域

に
は
国
内
最
大
級
の
亜
熱
帯
照
葉
樹
林
が
広

が
っ
て
い
る
他
、
石
灰
岩
の
海
食
崖
や
カ
ル

ス
ト
地
形
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
な
ど
多
様
な

自
然
環
境
を
有
し
て
い
ま
す
。2
0
1
6
年

9
月
に
は
、
こ
の
希
少
な
自
然
環
境
を
保
全

す
る
目
的
で
、
日
本
で
33
番
目
の
国
立
公
園

「
や
ん
ば
る
国
立
公
園
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
特
色
は
、
何
と
い
っ
て
も
生
物
多
様

性
で
す
。
沖
縄
県
自
然
保
護
課
世
界
自
然
遺
産

推
進
室
に
よ
れ
ば
「
や
ん
ば
る
地
域
の
面
積
は

日
本
全
土
の
わ
ず
か
0
・
1
％
以
下
で
あ
り
な

が
ら
、
日
本
全
体
で
確
認
さ
れ
て
い
る
鳥
類
や

在
来
の
カ
エ
ル
の
お
よ
そ
25
％
と
、
高
い
割
合

を
占
め
る
生
物
種
が
生
息
・
生
育
し
て
い
る
」

そ
う
で
す
。
特
に
絶
滅
危
惧
種
や
固
有
種
が
多

く
、
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
（
①
）、
ノ
グ
チ
ゲ
ラ
、

ケ
ナ
ガ
ネ
ズ
ミ
（
②
）、
イ
ボ
イ
モ
リ
、
ク
ロ

イ
ワ
ト
カ
ゲ
モ
ド
キ
（
③
）、
ヤ
ン
バ
ル
テ
ナ

ガ
コ
ガ
ネ
（
④
）
な
ど
国
際
的
に
も
重
要
な

希
少
種
が
生
息
・
生
育
し
て
い
ま
す
。

こ
の
生
物
多
様
性
が
世
界
自
然
遺
産
の
登

録
基
準
を
満
た
す
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、

や
ん
ば
る
国
立
公
園
の
一
部
は
現
在
、
同
候

補
地
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

に
推
薦
さ
れ
て
い
ま
す
。
世
界
自
然
遺
産
へ

の
登
録
が
実
現
し
た
場
合
、
知
名
度
ア
ッ
プ

や
観
光
客
の
増
加
、
地
域
振
興
な
ど
が
期
待

で
き
ま
す
が
、
同
時
に
や
ん
ば
る
な
ら
で
は

の
自
然
環
境
を
い
か
に
保
全
し
て
い
く
か
も

大
事
で
す
。
こ
の
点
、
前
出
の
沖
縄
県
自
然

保
護
課
世
界
自
然
遺
産
推
進
室
で
は
「
登
録

を
機
に
地
域
の
方
々
の
み
な
ら
ず
、
同
地
域

を
訪
れ
る
国
内
外
の
人
々
も
巻
き
込
ん
で
持

続
的
な
利
用
と
保
全
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

自
然
環
境
を
守
り
、
次
世
代
へ
受
け
継
い
で

い
き
た
い
」
と
し
て
い
ま
す
。

や
ん
ば
る
の
大
自
然
を

体
感
で
き
る
エ
コ
ツ
ア
ー

県
内
各
地
の
自
治
体
や
観
光
団
体
は
「
持

続
的
利
用
と
保
全
」
を
大
前
提
と
し
て
、
稀

有
な
自
然
環
境
の
特
徴
と
価
値
を
学
び
、
体

感
で
き
る
エ
コ
ツ
ア
ー
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

を
手
掛
け
て
い
ま
す
。
例
え
ば
東
村
観
光
推

進
協
議
会
が
今
も
っ
と
も
力
を
入
れ
て
い

る
の
が
「
や
ん
ば
る
の
森
の
秘
境
ツ
ア
ー
」

（
⑤
）。
同
協
議
会
の
吉
武 

く
ら
ら
氏
に
よ
る

と
、
こ
れ
は
18
年
9
月
に
募
集
開
始
し
た
新

沖縄本島北部は「やんばる地域」と呼ばれ、世界でも希少な亜熱帯照葉樹林の森が広がっていることから、
西表島や鹿児島県の奄美大島や徳之島とともに世界自然遺産登録を目指しています。今回のご当地自慢では、このやんばる地域の

自然の魅力をご案内するとともに、環境保全や野生生物保護の現状と今後の展望についてお伝えしたいと思います。

沖縄本島北部やんばる地域
沖縄県

ご当地自慢

新里 和也 所長

新里和也税理士事務所

ご
案
内
人

国の天然記念物、希少野生動植物種、絶滅危惧種に指
定されているヤンバルクイナ。世界でやんばるの森に
しか生息していない　提供：沖縄県

天然記念物に指定されているケナガネズミ
提供：沖縄県

沖縄島の固有種、クロイワトカゲモドキ
提供：沖縄県
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し
い
エ
コ
ツ
ア
ー
で
、
そ
の
舞
台
は
「
や
ん

ば
る
地
域
で
も
最
も
豊
か
で
多
様
な
福
上
湖

（
福
地
ダ
ム
）
対
岸
に
広
が
る
森
」。
簡
単
に

は
行
け
な
い
場
所
で
あ
る
分
、
古
く
か
ら
の

自
然
が
色
濃
く
残
っ
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。

ツ
ア
ー
で
は
「
ま
ず
30
分
ほ
ど
か
け
て
福
地

ダ
ム
を
カ
ヌ
ー
で
渡
り
、
森
の
中
の
沢
ま
で

ア
ク
セ
ス
。
そ
こ
か
ら
は
森
の
中
を
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
し
て
い
く
」
と
の
こ
と
。「
カ
タ
ナ
バ

ー（
沢
）
コ
ー
ス
」（
⑥
⑦
）
と
「
ウ
コ
ー
ル

山
コ
ー
ス
」（
⑧
⑨
⑩
）
の
2
コ
ー
ス
に
分
か

れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
滝
つ
ぼ
で
遊
ん
だ
り
、

や
ん
ば
る
の
森
な
ら
で
は
の
多
種
多
様
な
植

物
を
観
察
し
た
り
と
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
色

満
点
の
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に

こ
の
ツ
ア
ー
は
自
然
環
境
保
全
の
た
め
、
6

名
以
下
の
小
人
数
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
点
が
高
く
評
価
さ
れ
、
先
頃
、
環
境

省
の
第
15
回
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
で
特
別

賞
を
受
賞
、
こ
れ
か
ら
の
さ
ら
な
る
人
気
の

高
ま
り
が
期
待
で
き
そ
う
で
す
。
同
協
議
会

で
は
ほ
か
に
も
「
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
カ
ヌ
ー
ツ

ア
ー
」（
⑪
⑫
）
な
ど
魅
力
的
な
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
興
味
が
あ
る
方

は
ぜ
ひ
問
い
合
わ
せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

絶
滅
危
惧
種
を
は
じ
め

生
物
多
様
性
を
守
る
た
め
に

エ
コ
ツ
ア
ー
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
盛
り

地
域
地
方
は
動
植
物
の
希
少
種
の
密
猟
行
為

や
野
生
動
物
の
ロ
ー
ド
キ
ル
（
交
通
事
故
死
）、

外
来
種
の
生
態
系
へ
の
影
響
な
ど
の
課
題
に

直
面
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
世
界
中
で
や

ん
ば
る
地
域
に
し
か
い
な
い
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ

ナ
は
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
何

と
し
て
も
守
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
い
う

わ
け
で
、
こ
の
機
会
に
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
の

個
体
数
減
少
や
そ
の
対
策
に
つ
い
て
紹
介
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

環
境
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
ヤ
ン
バ
ル
ク

イ
ナ
は
1
9
8
5
年
に
は
1
8
0
0
羽
ほ
ど

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
外
来
生
物
で

あ
る
マ
ン
グ
ー
ス
に
よ
る
捕
食
被
害
な
ど
で

激
減
、2
0
0
0
年
に
は
約
1
6
0
0
羽
台

に
。
そ
こ
で
沖
縄
県
と
環
境
省
は
や
ん
ば
る

地
域
か
ら
マ
ン
グ
ー
ス
を
排
除
す
る
た
め
の

事
業
に
取
り
組
み
、
お
か
げ
で
一
時
7
0
0

羽
台
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ

は
現
在
1
6
0
0
羽
く
ら
い
ま
で
回
復
し
た

そ
う
で
す
。

が
、
も
ち
ろ
ん
原
因
は
マ
ン
グ
ー
ス
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
注
目
し
た
い
の

が
、
う
る
ま
市
を
拠
点
に
し
て
い
る
N
P
O

法
人
ど
う
ぶ
つ
た
ち
の
病
院
沖
縄
の
活
動
で

す
。
同
団
体
は
06
年
以
来
、
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ

ナ
を
は
じ
め
と
す
る
野
生
動
物
の
保
護
や
治

療
、
調
査
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
事
務
局
長
の
仲
地 

学
氏
（
⑬
）
に
よ

れ
ば
「
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
の
生
息
数
は
あ
る

程
度
回
復
し
て
き
た
も
の
の
、
そ
の
生
息
域

この場所でしか見ることのできない固有種の動植物
に満ち溢れているやんばるの森

昆虫にも固有種が多い。写真はヤンバルテナガコガネ
提供：沖縄県

「ウコール山コース」では、やんばるの森ならではの亜
熱帯植物をガイドが解説してくれる

やんばるの森の秘境ツアー、「カタナバー（沢）コース」
（所要約3時間）は夏場限定。ウェットスーツとライフ
ジャケットを着て沢沿いを歩く

同じくカタナバー（沢）コースの様子。滝つぼでも遊
べる

やんばるの森の秘境ツアー、「ウコール山コース」（所
要約5時間）のトレッキングの様子

6
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45

9
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慶佐次湾の「マングローブカヌーツアー」も、東村観
光推進協議会の人気アクティビティ。その舞台であ
る天然記念物のマングローブ林「慶佐次湾のヒルギ林」

ウコール山コースの目玉、樹齢350年のオキナワウラ
ジロガシ

どうぶつたちの病院沖縄の事務局長を務める仲地氏。
環境コンサルティング会社でマングース対策に携わ
った後、2006年に同団体へ

マングローブカヌーツアーの様子。生い茂るマング
ローブの間をカヌーですすむ

飼育下繁殖で誕生したヤンバルクイナのヒナとその
親鳥。ヒナは５月頃に誕生して、生まれて間もなく
は羽毛が真っ黒

どうぶつたちの病院沖縄が制作・配布しているロー
ドキル防止啓発のためのステッカー。講演やビラ配
りなどの活動も展開している

12 10

1314

11

15

が
な
か
な
か
南
側
に
広
が
っ
て
い
か
な
い
」

と
言
い
ま
す
。
例
え
ば
、
そ
の
原
因
の
一
つ

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
、
ペ
ッ
ト
ブ

ー
ム
な
ど
を
背
景
に
激
増
し
た
ノ
ネ
コ
に
よ

る
捕
食
被
害
で
す
。
現
在
、
同
団
体
で
は
こ

の
新
た
な
捕
食
者
対
策
と
し
て
、
県
か
ら
捕

獲
・
排
除
の
事
業
を
請
け
負
っ
た
り
、
環
境

省
や
国
頭
村
と
も
連
携
し
て
地
域
住
民
の
飼

い
猫
の
無
料
避
妊
手
術
を
行
う
な
ど
の
取
り

組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ロ
ー
ド

キ
ル
対
策
に
も
注
力
、
ス
テ
ッ
カ
ー
配
布

（
⑭
）
や
ビ
ラ
配
り
な
ど
に
よ
る
啓
発
活
動

の
他
、
同
団
体
は
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
に
限
ら

ず
、
野
生
動
物
が
交
通
事
故
に
あ
っ
た
際
の

救
護
機
関
と
な
っ
て
い
ま
す
。
動
物
病
院
に

は
、
実
際
に
交
通
事
故
で
負
傷
し
た
動
物
が

運
び
込
ま
れ
、
保
護
・
治
療
す
る
体
制
が
整

っ
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
ど
う
ぶ
つ
た
ち
の

病
院
沖
縄
は
、
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
減
少
に
危

機
感
を
覚
え
た
獣
医
師
た
ち
の
活
動
か
ら
生

ま
れ
た
団
体
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
理
事

に
も
野
生
動
物
の
保
護
や
治
療
に
取
り
組
む

獣
医
師
が
多
い
の
で
す
。

仲
地
氏
た
ち
は
さ
ら
に
、
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ

ナ
の
人
工
繁
殖
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

（
⑮
）。「
交
通
事
故
に
あ
っ
た
個
体
を
治
療

し
た
後
、
し
ば
ら
く
飼
育
す
る
中
で
ペ
ア
が

で
き
、
繁
殖
に
成
功
。
こ
れ
を
機
に
個
体
数

を
キ
ー
プ
す
る
た
め
の
繁
殖
に
も
挑
戦
し
て

み
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
言
い
ま
す
。
こ
の

活
動
の
重
要
性
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
で
09
年
、

環
境
省
が
国
頭
村
安
田
に
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ

の
飼
育
繁
殖
施
設
を
設
置
、
ど
う
ぶ
つ
た
ち

の
病
院
沖
縄
が
そ
の
管
理
・
運
営
を
任
さ
れ

ま
し
た
。「
現
在
で
は
常
時
80
羽
ほ
ど
の
ヤ
ン

バ
ル
ク
イ
ナ
を
飼
育
し
て
お
り
、
目
標
は
年

間
10
ペ
ア
を
つ
く
る
こ
と
。
取
り
組
み
は
軌

道
に
乗
り
、
毎
年
10
〜
20
羽
ず
つ
安
定
し
て

数
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
」
そ
う
で

す
。
こ
の
飼
育
施
設
と
は
別
に
、
約
5
年
前

に
は
「
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
生
態
展
示
学
習
施

設 

ク
イ
ナ
の
森
」
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
本
物
の
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
を
ガ
ラ
ス

越
し
に
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
の
お
か

げ
で
、
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
の
個
体
数
維
持
・

増
加
は
順
調
に
進
展
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

や
は
り
課
題
は
人
材
育
成
。「
野
生
動
物
に
関

す
る
専
門
性
を
も
ち
つ
つ
、
地
域
の
人
々
と

野
生
動
物
と
の
共
存
と
い
う
課
題
に
向
き
合

え
る
人
材
は
少
な
い
」
と
仲
地
氏
は
話
し
ま

す
。
今
後
、
や
ん
ば
る
地
域
の
生
物
多
様
性

を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
国
を
挙
げ
て
こ

う
し
た
現
場
の
専
門
人
材
育
成
に
も
力
を
入

れ
て
い
く
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。
や
ん
ば

る
地
域
を
観
光
で
訪
れ
た
り
、
エ
コ
ツ
ア
ー

や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
な
ど
に
参
加
し
た
り
す

る
際
は
、
ぜ
ひ
こ
う
し
た
現
状
に
も
思
い
を

馳
せ
て
み
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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　ミロク会計人会には、さまざまな会員メリット
があります。このコーナーでは毎回、その魅力
を詳しくお伝えします。

ミロク会計人会の

ミリョク

ら
も
新
入
職
員
の
研
修
に
活
用
で
き

る
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
時

期
に
利
用
す
る
の
は
最
適
で
す
。

他
に
も
、
会
員
な
ら
で
は
の
特
典

が
あ
り
ま
す
。
Ｍ
Ｊ
Ｓ
の
「
ミ
リ
ョ

ク
! 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
サ
ー
ビ

ス
」
が
初
期
費
用
無
料
で
、
か
つ
年

間
２
万
４
０
０
０
円
分
の
Ｍ

－ｍ
ａ

ｒ
ｔ
ポ
イ
ン
ト
※
が
付
与
さ
れ
る
特

典
や
、
Ｍ
Ｊ
Ｓ 

Ｍ
＆
Ａ
パ
ー
ト
ナ

ー
ズ
（
ｍ
ｍ
ａ
ｐ
）
の
提
携
パ
ー
ト

ナ
ー
に
な
っ
た
場
合
の
紹
介
手
数
料

優
遇
な
ど
が
あ
り
、
中
で
も
福
利
厚

生
サ
ー
ビ
ス
会
社
の
リ
ロ
ク
ラ
ブ
の

サ
ー
ビ
ス
「
福
利
厚
生
倶
楽
部
」
が

お
得
な
料
金
で
利
用
で
き
る
特
典
は

お
勧
め
で
す
。「
福
利
厚
生
倶
楽
部
」

は
10
万
種
類
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
を
取

り
揃
え
て
お
り
、
全
国
ど
こ
で
も
平

等
に
利
用
で
き
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

業
界
で
人
材
不
足
が
指
摘
さ
れ
る
今
、

給
与
以
外
の
福
利
厚
生
の
充
実
も
他

社
と
の
差
別
化
を
図
る
ツ
ー
ル
と
な

り
得
ま
す
。

職
業
会
計
人
の
職
域
拡
大
、
地
位

の
向
上
を
図
っ
て
い
く
と
と
も
に
、

多
様
な
入
会
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
ミ
ロ

ク
会
計
人
会
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
入

会
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

ミロク会計人会 ご入会の5つのメリット

税
理
士
会
の
認
定
研
修
を
は
じ
め
、

日
本
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン

ナ
ー
ズ
協
会
の
継
続
教
育
単
位
認
定

研
修
、
職
員
の
方
向
け
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
を
目
的
と
し
た
研
修
な
ど
が
全

国
各
地
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
会
員

は
こ
れ
ら
の
研
修
を
会
員
特
別
料
金

で
受
講
で
き
ま
す
。
特
に
４
月
な
ど

に
お
い
て
は
、
新
入
職
員
向
け
の
実

践
的
な
研
修
も
用
意
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
新
人
教
育
に
も
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
人
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
魅
力
の

一
つ
で
す
。
本
会
に
は
北
は
北
海
道

新
入
職
員
向
け
の
内
容
も
あ
る

充
実
し
た
研
修
を
特
別
料
金
で

ミ
ロ
ク
会
計
人
会
は
、M
J
S
の

シ
ス
テ
ム
を
お
使
い
の
税
理
士
・
公

認
会
計
士
の
先
生
方
で
組
織
さ
れ
た

職
業
会
計
人
の
任
意
団
体
で
す
。
会

員
事
務
所
の
社
会
的
地
位
の
向
上
、

経
営
基
盤
の
強
化
と
顧
問
先
企
業
の

発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
活
動
方
針

と
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
改
め
て
、

入
会
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
５
つ
の

メ
リ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

本
会
と
い
え
ば
ま
ず
、
充
実
し
た

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
、
全
国
に
11
の

単
位
会
が
あ
り
、
う
ち
９
つ
の
単
位

会
に
は
さ
ら
に
細
か
く
エ
リ
ア
を
分

け
た
地
区
会
も
あ
り
ま
す
。
単
位

会
・
地
区
会
ご
と
の
研
修
や
各
種
イ

ベ
ン
ト
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、

参
加
す
る
こ
と
で
自
然
と
人
脈
が
広

が
っ
て
い
き
ま
す
。

Ｈ
Ｐ
で
会
員
限
定
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が

閲
覧
で
き
、職
員
へ
の
福
利
厚
生

サ
ー
ビ
ス
も
お
得
に
利
用
可

会
員
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
Ｍ
Ｊ

Ｓ
シ
ス
テ
ム
の
改
善
要
望
を
本
会
を

通
し
て
よ
り
ダ
イ
レ
ク
ト
に
伝
え
ら

れ
る
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
本
会

に
は
Ｍ
Ｊ
Ｓ
へ
の
改
善
提
案
を
役
割

と
す
る
シ
ス
テ
ム
開
発
委
員
会
が
あ

り
、「
会
員
の
声
」
と
し
て
本
委
員

会
に
要
望
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
が
具

体
的
な
検
討
案
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
本
会
に
は
公
式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
が
あ
り
、
会
員
限
定

で
閲
覧
で
き
る
コ
ン
テ
ン
ツ
も
数
多

く
あ
り
ま
す
。
中
で
も
、
Ｍ
Ｊ
Ｓ
シ

ス
テ
ム
の
活
用
方
法
が
動
画
で
学
べ

る
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
は
大
変
好

評
で
、
実
務
に
役
立
つ
と
所
長
先
生

の
み
な
ら
ず
、
職
員
の
方
々
に
も
多

く
視
聴
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
ち

※MJSシステム関連のサプライ商品を購入できるサイト「M-mart」で使えるポイント

充実した
研修プログラムが 

受講できる

MJSシステムに関する
要望をよりダイレクトに

伝えられる

・「ミリョク! ホームページ作成サービス」をお得に利用可
・MJS M＆Aパートナーズ(mmap)※の提携パートナー

となった場合、紹介手数料が優遇
・エヌエヌ生命保険のリスク分析ソフトを無償で利用可
・リロクラブの福利厚生サービスをお得に利用可
・住友三井オートサービスと新車契約時、カーナビ贈呈

会員限定の各種特典を利用できる

地域、全国の
税理士先生と 
交流ができる

公式ホームページの
会員限定コンテンツが

全て閲覧できる

※事業承継支援を行うMJSの子会社

1

3

5

2
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視聴コンテンツの格納先の一つ「会計人
会オピニオン」内では、「視聴コンテンツ」
もしくは「統一研修会」をクリック

「会員の部屋」内では、「会員向け情報」を
クリックすると視聴コンテンツが表示さ
れます

『
税
理
士
事
務
所
C
H
A
N
N
E
L
』

で
は
、
よ
り
充
実
し
た
誌
面
づ
く
り
の
た

め
、
本
誌
を
ご
覧
に
な
ら
れ
た
皆
様
に
ア

ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

貴
重
な
時
間
を
割
い
て
い
た
だ
き
ア

ン
ケ
ー
ト
に
お
答
え
く
だ
さ
っ
た
方
に

御
礼
と
し
て
、
現
在
、Q
U
O
カ
ー
ド

2
0
0
0
円
分
を
抽
選
で
5
名
様
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
お
り
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
は
、
本
誌
に

同
封
さ
れ
て
い
る
用
紙
だ
け
で
は
な
く
、

W
E
B
か
ら
も
で
き
ま
す
。
ミ
ロ
ク
会
計

人
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
、
本
誌
紹
介
ペ

ー
ジ
か
ら
回
答
フ
ォ
ー
ム
に
ア
ク
セ
ス
で

き
、
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
と
一
部
本

誌
内
に
Q
R
コ
ー
ド
を
掲
出
し
て
い
ま
す

の
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
読
み
取
る

ミロク会計人会からのお知らせ

MJSからのお知らせ

本
誌
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
答
え
い
た
だ
い
た
方
に

抽
選
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
お
送
り
し
ま
す

ミ
ロ
ク
会
計
人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
統
一
研
修
会
の

4
つ
の
分
科
会
の
視
聴
コ
ン
テ
ン
ツ
を
配
信
中

成
功
裏
に
終
え
た
昨
年
10
月
の
「
全
国

統
一
研
修
会 
函
館
大
会
」。
本
大
会
の
第

1
・
第
2
・
第
3
・
第
4
分
科
会
の
内
容

を
音
声
と
ス
ラ
イ
ド
を
中
心
に
編
集
し
た

視
聴
コ
ン
テ
ン
ツ
を
、
こ
の
た
び
会
員
限

定
で
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

公
開
し
ま
し
た
。

同
コ
ン
テ
ン
ツ
の
格
納
場
所
は
、「
会
計

人
会
オ
ピ
ニ
オ
ン
」
も
し
く
は
「
会
員
の

部
屋
」
の
中
に
な
り
ま
す
。
前
者
で
は
左

の
メ
ニ
ュ
ー
欄
か
ら
、「
コ
ン
テ
ン
ツ
か
ら

探
す
」
内
の
「
視
聴
コ
ン
テ
ン
ツ
」
を
ク

リ
ッ
ク
、
も
し
く
は
「
情
報
内
容
か
ら
探

す
」
内
の
「
統
一
研
修
会
」
を
ク
リ
ッ
ク

す
る
と
各
動
画
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
後
者

で
は
「
会
員
の
部
屋
」
内
の
「
会
員
向
け

情
報
」
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
各
動
画
が
表

示
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
サ
イ
ト
内
の
「
全

国
統
一
研
修
会 

開
催
報
告
ペ
ー
ジ
」
か
ら

も
コ
ン
テ
ン
ツ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

第
1
分
科
会
で
は
、
シ
ス
テ
ム
開
発
委

員
会
の
企
画
・
運
営
に
よ
る
M
J
S
の
シ

ス
テ
ム
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
2
分

科
会
は
十
勝
バ
ス
株
式
会
社 

代
表
取
締
役

社
長
の
野
村 

文
吾
氏
が
、
第
3
分
科
会
は

学
芸
員
の
木
村 

裕
俊
氏
が
、
第
4
分
科
会

は
函
館
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
一
會
の
会
」

会
長
の
佐
藤 

喜
久
恵
氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ
講

師
を
務
め
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
は
聴
講
し
た
以
外
の
分

科
会
な
ど
を
、
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
は

当
日
の
内
容
を
あ
ま
す
こ
と
な
く
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。
な
お
、
各
動
画
の
公
開
は

本
年
10
月
末
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

コ
ン
テ
ン
ツ
視
聴
の
た
め
に
必
要
な
ロ

グ
イ
ン
の
I
D
と
パ
ス
ワ
ー
ド
は
、
事
務

所
単
位
で
発
行
し
て
い
ま
す
。
所
内
で
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
職
員
の
皆
さ
ん
の
知
見

を
広
め
る
と
い
っ
た
際
に
は
、
同
コ
ン
テ

ン
ツ
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

こ
と
で
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
も
企
画
案
の
要
望
を
い
た

だ
き
、
そ
れ
が
実
際
に
「
シ
リ
ー
ズ
企
画
」

で
特
集
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
り
、
既
存

の
コ
ー
ナ
ー
の
内
容
や
本
誌
の
デ
ザ
イ
ン

に
関
す
る
要
望
を
い
た
だ
き
、
読
み
や
す

い
誌
面
づ
く
り
に
反
映
さ
れ
た
り
と
、
皆

様
の
声
に
よ
り
本
誌
は
着
実
に
ブ
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
、
ご
要
望

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
よ
り
身
近
で
、

よ
り
事
務
所
運
営
・
業
務
に
役
に
立
つ
誌

面
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ア
ン

ケ
ー
ト
へ
の
ご
協
力
を
ぜ
ひ
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

抽選で5名様にQUOカード
2000円分をプレゼント!当
選結果は発送をもってかえさ
せていただきます

本誌に同封されているこちら
のアンケート用紙からお答え
いただくか、QRコードを読
み込んでお答えください

14月刊税理士事務所CHANNEL



沖縄県那覇市壺屋　上間 常秋
沖縄ミロク会計人会

あ
り
ま
し
た
。

陶
器
再
興
が
狙
い
で
、
着
の
身
着

の
ま
ま
の
住
民
に
食
器
類
を
供
給
す

る
必
要
に
迫
ら
れ
て
の
こ
と
で
し

た
。
戦
前
の
壺
屋
は
、
那
覇
市
の
中

心
か
ら
離
れ
た
郊
外
に
あ
る
半
農
半

陶
の
村
だ
っ
た
の
で
、
中
心
部
ほ
ど

戦
災
に
遭
わ
ず
に
済
ん
だ
よ
う
で

す
。昭

和
20
年
12
月
に
早
速
最
初
の
窯

出
し
が
行
わ
れ
、
焼
き
上
が
っ
た
ば

か
り
の
食
器
類
が
人
々
の
手
に
行
き

わ
た
り
ま
す
。
壺
屋
出
身
の
金
城
次

郎
は
昭
和
60
年
、
こ
れ
ま
で
の
作
陶

活
動
と
体
得
し
た
壺
屋
焼
の
技
法
が

評
価
さ
れ
、
国
指
定
重
要
無
形
文
化

財
保
持
者
、
い
わ
ゆ
る
人
間
国
宝
と

し
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
近
年
、
周

辺
の
宅
地
化
に
伴
い
登
窯
の
煙
害
が

指
摘
さ
れ
、
昭
和
49
年
に
は
那
覇
市

公
害
防
止
条
例
が
可
決
、
登
窯
の
使

用
禁
止
が
勧
告
さ
れ
ま
す
。
登
窯
に

こ
だ
わ
っ
た
金
城
次
郎
は
そ
れ
に
先

立
つ
昭
和
47
年
に
、
壺
屋
か
ら
読
谷

村
座
喜
味
に
制
作
の
場
を
移
し
て
い

ま
す
。

現
在
、
壺
屋
で
は
12
〜
13
件
の
陶

房
で
陶
器
類
の
制
作
に
当
た
っ
て
い

ま
す
が
、
燃
料
に
は
ガ
ス
か
電
気
が

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
那
覇
市

立
壺
屋
焼
物
博
物
館
前
か
ら
東
向
か

い
、
通
称
「
や
ち
む
ん
（
焼
物
）
通

り
」
と
呼
ば
れ
る
道
路
の
両
側
に
約

40
軒
の
焼
物
店
が
並
び
、
観
光
ス

ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
同
通
り
裏
に
は
、
当
時
の
姿
を

典
型
的
な
形
で
残
し
て
い
る
と
言
わ

れ
る
国
の
重
要
文
化
財
（
建
造
物
）

指
定
の
「
新
垣
家
住
宅
」
が
あ
り
ま

す
が
、
何
年
も
前
か
ら
現
在
ま
で
整

備
が
続
い
て
お
り
、
見
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
建
物
の
建
築
年
代
は
不

明
な
が
ら
、
19
世
紀
後
半
ま
で
に
は

建
造
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

公
開
さ
れ
ま
す
と
、
那
覇
市
の
新

し
い
観
光
の
目
玉
が
一
つ
増
え
る
も

の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

壺
屋
は
、
那
覇
市
の
戦
後
の
は
じ

ま
り
の
中
心
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

大
正
時
代
末
期
の
頃
は
、
キ
ビ
畑

に
囲
ま
れ
た
小
高
い
お
城
の
よ
う
な

町
で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

そ
の
名
称
は
、「
陶
器
を
つ
く
る

と
こ
ろ
」
の
意
味
で
あ
り
、
壺
屋
と

い
う
固
有
の
村
名
は
な
か
っ
た
よ
う

で
す
。
1
6
8
2
年
、
尚
貞
王
の

時
に
美
里
の
知
花
、
首
里
の
宝
口
、

那
覇
の
湧
田
の
土
地
の
陶
窯
を
合
併

さ
せ
、
そ
れ
を
境
に
壺
屋
で
陶
業
が

始
め
ら
れ
、「
壺
屋
」
の
名
称
が
で

き
ま
し
た
。

壺
屋
が
選
ば
れ
た
理
由
は
、
地
形

的
な
特
徴
と
し
て
登
窯
が
つ
く
り
や

す
い
勾
配
を
持
っ
て
い
た
か
ら
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
正
の
終
わ
り

か
ら
昭
和
の
5
〜
6
年
頃
は
、
戸
数

が
1
3
5
戸
、
人
口
が
1
3
5
0

人
ほ
ど
い
て
、
そ
の
約
9
割
が
陶
器

に
関
係
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

昭
和
20
年
6
月
、
沖
縄
戦
が
終
わ

る
と
ま
も
な
く
、
沖
縄
本
島
北
部
の

捕
虜
収
容
所
に
収
容
さ
れ
た
住
民
の

中
か
ら
壺
屋
出
身
者
を
選
り
抜
き
、

故
地
に
帰
し
た
の
は
米
軍
の
政
策
で

「壺屋の由来」

「やちむん通り」の一角を収めた
写真です
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YouTubeで動画を配信中！

MJS YouTube
公式チャンネル

　手前にパイナップル畑、背後
にやんばるの脊梁山地という風
景を東村から撮影した一枚です。
本誌「ご当地自慢」のコーナーで
もご紹介したように、沖縄本島
北部のやんばる地方には世界で
も希少な亜熱帯照葉樹林の森が
広がっており、生物多様性を誇
ります。また、トレッキングや
自然観察にうってつけのスポッ
トもたくさんあります。

「パイナップル畑と
やんばるの脊梁山地」

（東村宮城）
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